














     小児の肥満のかなりの部分は小学校入学時にすでにみられ、その後の肥満に移行す

る危険性が高い。教育現場ではなるべく就学時の肥満頼向児が少ないことを希望するのは

当然である。このために幼児期から肥満予防事業の必要性が叫ぱれている。われわれは、

沼津保健所で行ってきた幼児肥満予防教室の 5年間の活動を通して、幼児の肥満頼向児の

頻度、肥満頼向児の就学時の肥満度の変化、肥満頼向の運運動能力、今後の肥満予防事業

の問題点などについて述べる。


